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１．課題番号 PFAR 
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２．課題名 

J-PARC E16 実験に用いるシリコン半導体検出器の性能評価と DAQ の動作試験 

 

３．研究代表者  

氏名：青木 和也 
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 中須賀 さとみ、京都大学、D 
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 角永 丈、東京大学、M1 

 Makysm Teklishyn、GSI、ポスドク 

 Dairon Rodriguez Garces、GSI、学生 

 

５．ビームタイムの期間 

    （エリア内準備期間、ビーム使用期間、撤収期間がわかるように） 

エリア内準備期間 2023 年１１月１４日～１６日 

ビーム使用期間 １１月１７日～２１日午前 

撤収期間 ２１日午前１１時頃～２１日午後５時頃 

 

６．ビームの状況 

ビームは 10mm 角シンチレータで 20Hz 程度であった。ただし２5 秒程度おきに高レートビームがくる

状況であった。 

 

７．実験成果 

J-PARC E16 本実験用シリコンチェンバーおよび、本実験用回路によるデータ収集を行うことができた。

本シリコンはストリーミング読み出し用に開発したもので、セルフトリガーで動作する。まずシリコン

センサー単体の試験を行った。速報値としては、検出効率が 96%以上、時間分解能も 5nsec が得られて

おり、十分な性能がえられた。角度依存性などについては解析中である。 

また、センサー３枚同時測定も行った。このセットアップで前後センサーから内挿した点と中センサ

ーの点の残差を求めると、その幅（σ）は 200um 程度であった。このセットアップは検出器形状の制限

から中センサーの入射角は 60 度もあり、シリコンの構造的には不利な測定ではある。観測された残差の

妥当性については検討中である。 

 

８．結果の公表予定 

物理学会春季大会 2024 予定。 

 



９．今後の要望 

ビームラインは非常に使いやすく、フレキシブルで大変ありがたい。あえていうならば、カウンティン

グルームで飲み物を飲む事ができるようになると、なおよい。 

 

以上 


